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（論文内容の要旨） 

本論文は、明治後期から昭和戦前期の日本において、近代紡績業が移入され定着する過

程に注目し、生産施設と福利施設から構成された工場施設全体を一体的にとらえて、その

変容の過程を歴史的に考察するものである。「技術移転」を機械や建築が完成した時点で完

了するととらえるのではなく、時間をかけて定着するものであるとの視点に立ち、工場の

生産システムの総体として、工場の空間が社会的条件の中で工場の内側からどのように変

革されていったのか、あるいはどのような形で産業として定着していったのかを考察する

ことを目的とした。また、紡績業の発展において福利施設が重要な役割を果たしたことに

注目し、特に居住系施設の位置づけと建築的様態の変化を解明することによって、紡績業

の「技術移転」がなされた空間のあり様とそれを形成した理念を当時の生産に関わる他の

技術、社会との関わりから考察することをもう一つの目的に据えた。 

第 1 部「鐘淵紡績における紡績工場施設の形成と変遷」では、鐘淵紡績綿糸紡績工場の

生産施設と福利施設について建築的様態とその変遷を明らかにし、空間を規定するそれぞ

れの論理とあわせて分析を行った。鐘淵紡績は、経営規模において戦前期の日本の紡績業

を代表する企業であり、福利施設の整備についてもいち早く取り組んで、先導的な役割を

果たしたととらえることができる。主な資料として、鐘淵紡績の旧蔵資料、施設の設計を

担った横河工務所の設計図面を用いている。 

第 1 章では、鐘淵紡績の沿革を示すとともに、鐘淵紡績の発展において大きな役割を果

たした武藤山治の経営戦略と福利施策のあり方を検討し、特にドイツ・クルップ社の職工

待遇法の受容の内容を明らかにし、彼我の居住空間の差異につながることを示した。 

第 2 章では、明治中期から昭和初期にかけて建設された鐘淵紡績の綿糸紡績工場につい

て、各支店における生産施設の拡大の方法によって新工場の建設と既存工場への増築に分

けてとらえ、前者の事例として洲本支店を、後者の事例として中島支店の工場を取り上げ

た。工場本館を中心に建築的様態を明らかにした上で、各工場における技術的側面をあわ

せて検討し、動力を中心とした技術的変化と工場建物の変遷との関係を示した。 

第 3 章では、鐘淵紡績における寄宿舎を中心とした福利施設の建築的様態とその変遷に

ついて考察を行った。日本の綿糸紡績業は移植産業として勃興し、先進的な技術を積極的

に取り入れて発展したが、その一方で、工場の経営にあたって日本に適合した方法が模索

される。ここでは、モデルケースとしての兵庫支店と、他企業から合併・買収によって取

得した諸支店においておこなわれた福利施設の整備の過程を精査し、寄宿舎を中心とした



福利施設が一定の水準を獲得していく経緯を明らかにした。 

第 4 章では、日本統治期の朝鮮において鐘淵紡績が設立した全南・京城の 2 工場施設に

ついて建築的様態を明らかにし、空間の特質を歴史的に考察した。生産施設においては、

建築構造に煉瓦造が用いられたことを除けば、機能的に最新のシステムが設置された。福

利施設においては、通勤を認めず寄宿舎での起居を前提として工場敷地内で生活のすべて

が完結するという、それまでに日本で成立した特質がより先鋭化して移出された。すなわ

ち西欧からの移植産業として日本で発展した工場施設を朝鮮に再度移植する際には、日本

国内で成果が確かめられたシステムを直接的に伝播させようとしたことを明らかにした。 

第 2 部「宇野利右衛門の著述に基づく労働者居住施設の歴史的考察」では、明治後期か

ら昭和初期にかけて、日本の労働問題に携わっていた宇野利右衛門（1875―1934 年）の活

動に注目し、宇野と彼が設立した工業教育会の著述に基づいて労働者居住施設の歴史的考

察を行った。企業内史料に基づく施策の分析は、その性格から整備史としての意味合いが

強くなるおそれがある。一方で、建築や住宅に関する同時代の専門雑誌は、工場労働者の

居住施設の実態やそれを改善する取り組みについては断片的にしか取り上げておらず、俯

瞰的な視点を持ち得ていない。そこで、明治後期から昭和初期にかけて、使用者とも労働

者とも異なる独立した立場で労働問題に関わった宇野利右衛門とかれが設立した工業教育

会による著述に着目した。宇野利右衛門の活動と言説を見ることで、明治後期から昭和初

期において職工層に永続的な生活の場を提供するために必要な社会的枠組みに光を当て、

それを踏まえて労働者の居住施設を中心とした紡績工場の福利施設を多面的・客観的にと

らえることを試みた。 

第 1 章では、宇野利右衛門と工業教育会の活動における、労働者居住施設に関する著述

の全体像を明らかにした。第 2 章では、第１章をふまえて、宇野利右衛門と彼が設立した

工業教育会による、労働者の居住施設に関する著述のうち、とくに職工寄宿舎についての

著述の内容に着目した。宇野らが寄宿舎には限界を見て社宅制度を評価しつつも、現実的

にはなくすことのできない寄宿舎の改善の方針として小規模単位の生活を推奨し、また居

住施設とその他の福利施設とを一体的に整備することを求めたことを示した。 

第 3 章では、労働者の居住施設における社宅のとらえ方を示したうえで、職工社宅の様

態に関する著述の内容、工業教育会が開催した懸賞設計のあり方を検討し、懸賞設計が宇

野らの手を離れて毛織工場や公営住宅向きのものとして実現したことを明らかにした。 

結章では、第 1 部で得られた知見を、第 2 部をとおして把握された俯瞰的視点のもとに

検討し、紡績工場施設の形成と展開の過程を総括して全体のまとめとした。 

 

（論文目録） 

①平井直樹「鐘淵紡績洲本支店の工場建物について」『第 4 回国際シンポジウム「日本の技

術革新 -理工系における技術史研究-」講演集・研究論文発表会論文集』特定領域研究「日

本の技術革新 -経験蓄積と知識基盤化-」総括班 編・発行、pp.79-84、2008 年 12 月 



②HIRAI Naoki, “A Historical Study on the Welfare Facilities of the Spinning Factories 

in Modern Japan -Kanegafuchi Spinning Company Limited as a leading company-,” 

Whose East Asia? The East Asian Architecture and Urbanism under Occidentalism 

[International Conference on East Asian Architectural Culture, Tainan 2009] 

ProceedingsⅠ, Society of Architectural Historians of Taiwan, pp.599-610, August, 2009 

③平井直樹「鐘淵紡績洲本支店の女子寄宿舎における木造建築技術」『第 5 回シンポジウム

「日本の技術革新 -経験蓄積と知識基盤化-」研究論文発表会論文集』特定領域研究「日本

の技術革新 -経験蓄積と知識基盤化-」総括班編・発行、pp.97-102、2009 年 12 月 

④平井直樹，石田潤一郎，池上重康「明治後期から昭和初期における職工寄宿舎に関する

評価 −宇野利右衛門の著述に基づく労働者居住施設の歴史的考察 その１−」『日本建築学

会計画系論文集』第 78 巻第 689 号、日本建築学会、pp.1621-1630、2013 年 7 月 

⑤平井直樹，池上重康，中江研，石田潤一郎「明治後期から昭和初期における職工社宅改

善の試み −宇野利右衛門の著述に基づく労働者居住施設の歴史的考察 その２−」『日本建

築学会計画系論文集』第 78 巻第 692 号、日本建築学会、pp.2223-2232、2013 年 10 月 

 

（参考論文等） 

①平井直樹「綿糸紡績工場における動力変化と平面計画の関係 -鐘淵紡績工場の分析を通し

て-」『日本建築学会大会学術講演梗概集』F-2 pp.249-250、日本建築学会、2008 年 9 月 

②平井直樹「日本統治期の朝鮮における紡績工場建築 -鐘淵紡績工場の分析を通して-」『日

本建築学会大会学術講演梗概集』F-2 pp.255-256、日本建築学会、2009 年 8 月 

③平井直樹「鐘淵紡績における社宅整備 -洲本支店の事例を通して-」『日本建築学会大会学

術講演梗概集』F-2 pp.461-462、日本建築学会、2010 月 9 月 

④平井直樹「宇野利右衛門と工業教育会の活動 -住環境改善への取り組みを中心に-」（2010

年度日本建築学会大会（北陸）企業経営[若手奨励]特別研究懇談会資料『企業経営都市の盛

衰とその空間構成』pp.71-72、日本建築学会、2010 月 9 月 

⑤中野茂夫，平井直樹，藤谷陽悦「大原孫三郎の労働理想主義と倉敷紡績株式会社の寄宿

舎・職工社宅 -近代日本における紡績業の労働者住宅 その 1-」『日本建築学会計画系論文集』

第 76 巻第 59 号、日本建築学会、pp.193-202、2011 年 1 月 

⑥平井直樹，中野茂夫「近代日本における紡績業の寄宿舎 -鐘淵紡績株式会社と倉敷紡績株

式会社を事例に-」『日本建築学会企業経営[若手奨励]特別研究委員会報告書』pp.25-32、日

本建築学会、2011 年 3 月 

⑦中江研，平井直樹「クルップ社における社宅団地の建築形式の史的展開と鐘紡における

その理解」『日本建築学会企業経営[若手奨励]特別研究委員会報告書』pp.57-62、日本建築

学会、2011 年 3 月 

⑧平井直樹「宇野利右衛門による労働者の住環境改善のとりくみ」『日本建築学会企業経営

[若手奨励]特別研究委員会報告書』pp.89-94、日本建築学会、2011 年 3 月 


